
今年度 主 取組    ①

Ⅰ. かわさきパラムーブメントの取組

（２）展開について
ア 目標
・目標店舗数 1,000店舗（2021年度末）

イ 事業者との連携
・昨年度、本市と(株)ぐるなびは、共同事業として市内20店舗のバリアフリー状況の
調査を実施した。店舗のバリアフリー状況は、現在(株)ぐるなびのＨＰを通じて発
信している。

・新たにバリアフリー調査を実施し、 (株)ぐるなびの特設サイトでバリアフリーに係
わる情報発信を行う他、調査した店舗について、ロゴ入りステッカーを配布し、掲
出を促す。

ウ 店舗の従業員等を対象とした、心のバリアフリーセミナーを開催する。

エ 国のモデルプロジェクト採択
・本市は、平成30年5月29日付で「共生社会ホストタウン（※）」として内閣官房に
登録されており、今般「オリンピック・パラリンピック基本方針推進調査（ユニ
バーサルデザイン2020行動計画推進調査）モデルプロジェクト」として採択された。
※共生社会ホストタウンの登録については、次ページ参照

３ 商店舗等におけるかわさきパラムーブメント実践事業について

概要目的：市内事業者に、ハード面・ソフト面のバリアフリー接遇が可能な旨を利用者に
表明する手段として「かわさきパラムーブメント」ロゴステッカーの掲出を通
じ、事業者及び利用者が「めざせ！やさしさ日本代表！」を担う一員であるこ
との理解を促し、障害のある人などが生き生きと暮らせるまちづくりを目指す。
⇒かわさきパラムーブメントの目指す３つのレガシー形成へ
レガシー
レガシー③社会的バリアが解消されたまち ユニバーサルなまち
レガシー⑧来訪者が「行って良かった」と思えるまち

（１）対象・基準
ア 対象
「かわさきパラムーブメント」の趣旨に賛同し、以下の基準のいずれかを満たす市内
商店舗（飲食店、小売店等）を対象とする。

イ 基準
・障害者をはじめとするお客様に配慮した、ハード面のバリアフリー対応を行ってい
る。（店舗入り口等に段差がない等）
・ソフト面においてバリアフリーに係る接遇の配慮を心掛けている。
（障害者、外国人、高齢者、ベビーカー利用者、ハラル対応等）

１ パラスポーツやってみるキャラバン

障害者スポーツ（パラスポーツ）の魅力を子どもたちに体感してもらう参加型の体
験講座を公立小学校及び、公立中学校・私立小・特別支援校・寺子屋で実施している。
オリンピック・パラリンピック開催年度までに全公立小学校で実施することにより

パラリンピックへの関心を引きたてることにとどまらず、障害者スポーツへの興味や
障害者への理解につながる。
⇒かわさきパラムーブメントの目指す３つのレガシー形成へ
レガシー①多様性を尊重する社会をつくる子どもを育むまち

心
レガシー④誰もがスポーツ・運動に親しんでいるまち

平成28年度
(2016年)

平成29年度
(2017年)

平成30年度
(2018年)

平成31年度
(2019年)

平成32年度
(2020年)

合計

実施学校数 11 18 21 32（予定） 32（予定） 114

＜公立小学校における実績及び今後の予定＞

今年度の様子

２ インクルーシブなかわさきハロウィン開催に向けた支援
今年度も車椅子利用者その他障害者のハロウィン・パレード及びキッズパレードへ
の参加を支援した。

今年度のメインビジュアル

資料１



平成３０年５月２９日 
報 道 発 表 資 料 

川崎市が「共生社会ホストタウン」に登録されました！  

本市では、東京 2020大会を契機に、英国のホストタウンとして交流計画に基づく文
化・スポーツ等における取組を推進するとともに、特にパラリンピックに重点を置き、誰
もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる地域づくりを目指し、「かわさきパラムーブ
メント」を推進しています。 
このたび、共生社会の実現に向けた取組を推進する「共生社会ホストタウン」として

「かわさきパラムーブメント」と英国チームの事前キャンプ受入れの取組が評価され、平
成 30年 5月 29日付けで本市が登録されました。 

１ 共生社会ホストタウンの概要 
ホストタウン制度の枠組みのなかで、パラリンピアンとの交流をきっかけに、共生社会

の実現に向けた取組を推進する国の制度であり、具体的には、「心のバリアフリー又はユ
ニバーサルデザインの街づくりの取組の継続的・加速的な実施」と「東京大会の事後交流

っていくもの
です。 

２ 登録の目的 
パラリンピックに向けた機運醸成を図るとともに、心のバリアフリーをはじめとする

「かわさきパラムーブメント」の推進による共生社会の実現に向けて、より一層の弾みを
つける契機とします。 

３ 登録による効果 
 本市の共生社会ホストタウンに関する取組が好事例として多方面に紹介され、川崎発の
ムーブメントが全国に広がっていくことが期待されます。 

４ 本市の取組 
 別紙参照 

５ 他の自治体の取組状況 
第１次登録（平成２９月１２月公表） 

高松市（香川）、世田谷区（東京） 

第２次登録（平成３０年５月公表） 
 遠野市（岩手）、 (2 自治体合同で登録) 
 田川市（福岡）、飯塚市（福岡）、大分市（大分） 

問い合わせ 
川崎市
オリンピック・パラリンピック推進室 
担当 藤原・井上 
電話 044-200-0528 
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心のバリアフリー

川崎市の共生社会ホストタウン 活動計画
持続可能なまちづくりに向けて、様々な価値を持つ東京2020オリンピック・パラリンピックを契機に、特にパラリンピックに重点
を置き、誰もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる地域づくりを目指す運動を「かわさきパラムーブメント」と命名。
検討段階  障害者団体等 意見 聞  方向性 示   かわさきパラムーブメント第2期推進ビジョン」を策定。
        多様性 社会的包摂 及  川崎     力  大別  ９       形成   状態 明      
 実現 向  障害   方       社会的       方々 一緒    市民一人    主体   川崎  社
会変革を促進。
   英国代表         交流等           競技大会 向  機運醸成 図      共生社会 実現
に繋げる。

かわさきパラムーブメントの推進と英国チームの事前キャンプ受入

その他
•市職員のユニバーサルマナー検定取得や事業者向けセミナーの開催、
平成32年度   全小学校 障害者    体験講座 実施  

短時間雇用プロジェクトと就労体験
•市内事業者 仕事 切 出      障害者 短時間就労 促進

（平成30年２月 延 28名 就労）
•障害者やひきこもりの方々に対し、様々な分野での就労を体験するこ
とで、労働・就労意欲を喚起し、正規就労を促進

（平成29年度  74 体験企画 実施  739名 参加）

本市の掲げるステートメント入りのロゴ

UDタクシー

             大作戦(市民参加 市民活動 創発)
•パラムーブメントをより大きなうねりとしていくために、「ゲストからキャスト
へ」をキーワードに、障害の有無に関わらず多様な主体が「かわさきパラ
          楽  地域活動 行  市民参加型       
を推進
英国  交流事業
• ドレイク・ミュージック(英国音楽団体)と連携し、テクノロジーを活用す
ることで、障害のあるなしに関わらず、音楽活動に関わる機会を生み
出し、障害のある方が音楽に携われる取組の推進
•高齢者のQOL向上を目指し、マンチェスター・カメラータ（英国音楽
団体）のメンバーと連携した取組等の推進

ユニバーサルデザインの街づくり

アクセシブルシティかわさき
•市内飲食店       調査 情報発信 試行
•店舗におけるバリアフリー対応表示の推進

飲食店調査の様子

ＵＤ     普及 利用環境整備
•UD     導入補助（平成29年度末 58台）
•専用乗り場の整備
→引続  車両台数 増加 乗 場整備 推進
•UDタクシーを活用した工場夜景ツアーの実施

◆ 川崎駅周辺の取組
•行政     観光案内 機能 持                
デジタルガイドマップによるバリアフリー情報の発信
•駅周辺のエレベーターに優先使用表示の推進

駅 道路            化 推進
•１９地区におけるバリアフリー基本構想等に基づく視覚障害者誘導
用ブロックの設置等
•市内バリアフリーマップ（主要施設のバリアフリー情報含む）の刷新

別紙
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今年度 主 取組    ②

６

（１）今年度の取組について
詳細については次ページ参照

11月26日を皮切りに市内4か所の会場で来年3月までに計4

き込むことで、かわさきパラムーブメントや英国おもてなしに関する自身の「やりたい
こと」をマイプロジェクトとして実践することを通じて、かわさきパラムーブメントの
理念浸透を図る。
ＨＰやリーフレットの作成により、参加者を募集している。

⇒かわさきパラムーブメントの目指すすべてのレガシー形成へ
その中でも特に３つのレガシー形成へ
レガシー②心理的バリアが解消されたまち 心のバリアフリー
レガシー⑥多様な主体が地域づくりに貢献しているまち
レガシー⑧来訪者が「行って良かった」と思えるまち

４ 参加型アートイベントの開催

イベント名：「参加型アートイベント 工事現場のカベに絵を描こう！」

日 時：10月13 14日（日）10 15時

場 所：等々力硬式野球場 工事用仮囲い

開 催目 的：このイベントを機に、参加者が様々な他者がいることに気づき、また、
絵画制作を通じて、共に楽しみ、協力し合う体験を通じて、かわさきパラ
ムーブメントが目指す共生社会の実現につなげていく。
⇒かわさきパラムーブメントの目指す２つのレガシー形成へ
レガシー
レガシー⑤誰もが文化芸術に親しんでいるまち

参 加者 数：400名超（小学生以上）
※近隣の小学生やその保護者に加え、地域活動支援センターに通う障害者
の方なども参加した。

当日の様子：参加者が途切れることがなく、1日目で2日分の制作を行ってしまったた
め、制作スペースを拡大し、当初の倍の幅29ｍの大作が出来上がった。
参加者からは、「描いた絵が残るので良い記念になった」とか、「今後も
こうしたイベントを続けてほしい」などの声が上がり、好評であった。
かわさきパラムーブメントの理念浸透やレガシー形成に向け、今年度の検
証を踏まえ、翌年度以降も開催予定。

イベントの様子

完成した絵

５ 「Colors かわさき展」の開催

日 時：11月16 11月25日（日）

場 所：ミューザ川崎シンフォニーホール企画展示室

開催目的：アートを通じて、障害のあるなしに関わらず、作品の魅力を感じ、かわさき
パラムーブメントの目指す社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）の
実現に向けて開催する。
⇒かわさきパラムーブメントの目指す２つのレガシー形成へ
レガシー
レガシー⑤誰もが文化芸術に親しんでいるまち

開催内容：未来へつながる才能の育成と発掘をめざして、約
40人のアーティストや市立特別支援学校の子ども
たちの作品を展示する。作品（一部を除く）につ
いては、期間終了後、入札で購入することができ
る。
さらにその期間を「Colors art fair」として、アー
ティストとの交流会をはじめ、シンポジウム、切
り絵、ライブペイント、ダンスのワークショップ、
コンサート、講座などを開催する。

リーフレット



）について

説明会イベントの
企画・実施。

※
的に活動に参加する人や潜在
意欲がある人向けに企画

協力

・受動的に参加する人
・潜在意欲がある人
・マイノリティ

市内４ヶ所で実施

イベントの様子

既存の取組

説明会イベント（10月8日開催）

情報交換の実施

マイノリティ

ＮＰＯ

町内会・自治会

参加

実践

新たな実践

新たな実践

新たな実践

新たな実践

新たな実践

新たな実践

パラアンバサダー
による実践

活動報告会の実施

・シニアパラアンバサダーによる既存プロジェクトの実施
・パラアンバサダーによる新規プロジェクトの実施

パラアンバサダーやマイプロジェクトの質や規模を充実さ
せていきながら、平成32年度を集大成と位置付ける

マイプロジェクト（自分の
やってみたいこと）の実践

ンバサダー）の拡充

7/9 第一回ミーティング

シニアパラアンバ
サダーとオリパラ
室が卓を囲んで
ディスカッション

7/27 第二回ミーティング

こすぎコアパーク
で自由参加のオー
プンミーティング。
車いすユーザーも
参加。

8/27 第三回ミーティング

具体的企画の実現
に向けたＷＳを実
施。外国人（英国
人）も企画に参画
した。

シニアパラアンバサダー
とミーティング

既に地域活動を実践

リングを実施。
さらにシニアパラア
ンバサダーとして協
力を依頼するととも

催に向けミーティン
グを実施。

キックオフＷＳ
（3月10日開催）

講座の周知



今年度 主 取組    ③

7 バリアフリーマップの改定について
⇒ の形成へ

詳細については次ページ参照

８ エレベーター優先表示について

道路公園センターが所管するエレベーター（駅自由通路、跨線橋、ペデストリアンデ
ッキなど市内約30か所）に、障害者、高齢者等の優先案内の表示を行った。
⇒かわさきパラムーブメントの目指す3つのレガシー形成へ

レガシー⑧来訪者が「行って良かった」と思えるまち

実際に表示されている様子
（さいわい歩道橋にて）優先表示デザイン



１ 現状と背景 

・平成 16年度からバリアフリー基本構想作成に着手し、旧バリアフリー法に基づく基本構想の改定を
含め、昨年度までに市内ほぼすべての駅周辺地区において基本構想・推進構想を策定した。

・平成 23年度に作成したバリアフリーマップでは川崎市域分を１冊の冊子にまとめたもので、作成以
降、情報の更新ができておらず、現在は配布していない。このマップにまとめた施設のバリアフリー

情報については、本市HP上のガイドマップかわさきに掲載している。（右頁の上段図を印刷可能）
・昨年末、バリアフリーマップの改定方法について、本市のまちづくり連絡調整会議の学識経験者へヒ

アリングを行った。地図情報は紙よりもスマートフォンなどでの情報提供が求められており、また経

路のバリアの有無などの情報を提供していくことが重要であるとの意見を頂いた。

・また、国交省の「バリアフリー・ナビプロジェクト（ICTを活用した歩行者移動支援の推進）」につい
て、国交省へヒアリングを行った。国交省がツールを提供し、自治体が集めた施設情報と経路情報を

オープンデータ化することで民間事業者による多様なアプリ開発を促すものとのことであった。

２ バリアフリーマップの改定の考え方 

・バリアフリーマップには施設情報だけではなく経路情報の提供が重要と考えられるため、国交省の

「バリアフリー・ナビプロジェクト」でのツールを活用し、マップを作成する。

・バリアフリー基本構想重点整備地区を中心に各区の拠点駅周辺７カ所についてマップを作成する予定。

・平成 32年の東京オリンピック・パラ
リンピック開催までに広域拠点３カ所

のマップの改定を行う。

・ICTを活用して誰もがバリアフリー情
報を利用できる環境をつくる。

・経路情報と施設情報の両方をガイドマ

ップかわさきに掲載し、また、右頁の

下段のような地図が出力可能なため、

冊子が不要となり、低コストでのマッ

プ更新が可能となる。

３ 具体的な取組 

（１） モデル地区として川崎駅周辺地区のマップ改定

  ・国交省のバリアフリーマップの作成に向けた自治体施策連携の実証に応募し、平成 30年 8月に選定
されたため、今年度は最も施設数が多い川崎駅周辺地区のマップを改定し、ガイドマップかわさきに

て、公表する。

（２） インクルーシブの視点で利用者意見を反映する

  ・改定したマップについて、障害者等も含めたまちづくり連絡調整会議での意見等を反映する。

（３） オープンデータ化の実施

  ・改定した川崎駅周辺地区のデータはオープンデータ化し、川崎市HP、国交省HPにて公表する。

 ＜現在の川崎市バリアフリーマップ＞ 

 ＜会津若松市のバリアフリーマップの事例＞ 

川崎市バリアフリーマップの改定について

表面

裏面
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今年度 主 取組    ④

Ⅱ.かわさきパラムーブメントのプロモーション

１ かわパラ2018 powered by PARA★DO!（昨年に引き続き開催）

日 時：8月25日（土） 11時 18時

場 所：ラゾーナ川崎ルーファ広場/プラザソル

開催目的：昨年に引き続き、本イベントを通じてパラリンピックへの機運醸成を図
る共に、かわさきパラムーブメントの理念浸透を目的として開催した。
⇒かわさきパラムーブメントの目指す3つのレガシー形成へ
レガシー
レガシー④誰もがスポーツ・運動に親しんでいるまち
レガシー⑤誰もが文化芸術に親しんでいるまち

開催内容：障害者スポーツの体験やパラアスリート、オリンピ
アンによるトークショー、音楽ライブなどを実施した。
今年度は、開催会場を拡大し、ルーファ広場に加え、
同じくラゾーナ川崎内にあるプラザソルも会場とした。
かわさきパラムーブメントの理念浸透やレガシー形成
に向け、今年度の検証を踏まえ、翌年度以降も開催予
定。

参加者数：約22,000名
障害者スポーツ等体験コーナー参加者数 2,120名

（参考：昨年同イベントの体験コーナー参加者数 931名）
※今年度はアンケートを実施した結果、パラムーブメントを体感すること
ができたという意見が大多数を占めた。

イベントの様子 コンサートの様子

２ 障害者音楽フェスティバル（今年度初開催）

日 時：5月19日（土） 14時 16時

場 所：カルッツかわさき

開催目的：障害などの有無にかかわらず誰もが音楽等を楽しむ機会を通じて、お互い
を理解・尊重し、多様性を受け入れる社会を目指すことを目的として開催
した。
⇒かわさきパラムーブメントの目指す2つのレガシー形成へ

レガシー⑤誰もが文化芸術に親しんでいるまち

開催内容：ダウン症のリコーダー奏者の荒川知子さんや盲目のピ
アニストの梯剛之さんの演奏のほか、障害者によるフ
ァッ
有志による合唱が行われた。
かわさきパラムーブメントの理念浸透やレガシー形成
に向け、今年度の検証を踏まえ、翌年度以降も開催予
定。

そ の他 ：点字プログラムの配布や手話通訳が行われたほか、座
席に設置されたポーチやクッションからの振動により
音を体感することができる、「体感音響システム」を
導入した。

参加者数：約500名
※観覧者からは、「素晴らしい演奏を聴けてよかった。」「普段コンサー
トに行く機会がないので楽しく過ごせた」「次回もぜひ開催してほし
い。」など好評だった。

コンサートチラシイベントポスター



今年度 主 取組    ⑤

３ かわさきパラムーブメント第2期推進ビジョン冊子

作成目的：本年3月に策定した、「かわさきパラムーブメント第2期推進ビジョン」を

冊子内容：「かわさきパラムーブメント第2期推進ビジョン」の概要を図で説明すると
ともに、特に9つのレガシーについては、ロゴのオブジェを作成し、関連す
る事業や場所で一緒に撮影した写真を掲載しながら、解説をしている。

発行部数：4,000部（近日中に2,000部増刷予定）

配 布 先 ：公立及び私立小学校・中学校・高校、障害者団体、障害者スポーツ団体等
に配布している。

そ の他 ：QRトランスレーターの活用
⇒表紙に掲載されているＱＲ コードを読み込むことで、
文字の音声読み上げをする他、13言語による翻訳（一
部言語においてその言語による音声読み上げも可能）
できるシステムを導入した。このシステムにより、視
覚障害者への対応を可能としたほか、新たに多言語版
冊子を作成することなく、この１冊で外国人への対応
を可能とした。

４ かわさきパラムーブメントプロモーション動画

作成目的：かわさきパラムーブメントが目指す「誰もが自分らしく暮らし、自己実現
を目指す地域づくり」と理念である「人々の意識や社会環境のバリアを取
り除き、誰もが社会参加できる環境を創出すること」を表現し、実写映像

動画内容：14シーンから構成される255秒版とそこからそれぞれ3シ
ーンずつ抜粋された30秒版を3本作成し、計4本の動画と
なっている。
ステートメントによる「やさしさ」あふれる行動が表現
され、人々に連鎖する様子が映像化されている。

上映場所：アゼリアビジョン、きたテラス、各区役所、市ホーム
ページ等で上映

そ の 他：市内小中学校における総合的な学習の時間などでの活用を進める。
⇒レガシー①多様性を尊重する社会をつくる子どもを育むまちの形成へ

５ 啓発用販売及び配布グッズの作成

作成目的：かわさきパラムーブメントの考え方・理念 理解し、“自
分ゴト”として捉えて行動してもらうための手段の一つとして作成した。
パラムーブメントの理念に賛同する方々に購入してもらうことで、気軽にパ
ラムーブメントを応援するという意思表示となる。
併せて、普及・啓発のために配布用グッズも作成した。

内 容：①販売用グッズ（２種類）

8月25日に開催されたかわパラ2018
ブースを出展し随時販売している。

②配布用グッズ（3種類）

６ その他

メント説明用パネルによるブースを出展。（物品販売も実施）

・大島小学校や南百合丘小学校の総合的な学習の時間でパラムー
ブメントの授業を行った。

・商工会議所異業種交流会、中小企業同友会、麻生区町会連合会で
パラムーブメントの講演会を実施した。

冊子表紙

動画の一場面の様子

クリップ ばんそうこう（発注中） ピンバッジ（発注中）

ブースの様子


